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音楽大好き人間をより多く

口日ロ
ホ呻産鶏和鐸卵畔珠誡″な師時申融弘降はマ↓けいか‐‐れテ（師響師華岬

ア
イ
オ
リ
ン
大
集
合
」
で
、
１０
月
６
～
８
日
の
３
日
間
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
な
ど

全
１７
公
演
が
開
か
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
大
阪
城
ホ
ー
ル
文
化
振
興
部
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京ぽ
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淀屋橋

午
後
３
時
か
ら
７
時
半
ま
で
、

御
堂
筋
本
町
に
あ
る
相
愛
学
園

に
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
練
習
に
通

っ

た
と
い
う
。
相
愛
学
園
は
明
治

時
代
に
設
立
さ
れ
、
女
子
教
育
、

音
楽
教
育
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
大
谷
さ
ん
は
、
情
操
豊
か

な
人
間

へ
の
成
長
を
越
え
て
、

人
の
情
操
を
豊
か
に
す
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と
な
り
、
後
進

を
育
て
る
教
育
者
に
ま
で
活
動

の
幅
を
広
げ
て
お
ら
れ
る
。
直

近
で
は
、
相
愛
の
こ
ど
も
音
楽

教
室
の
試
験
審
査
を
し
た
り
、

気
楽
に
個
人
教
授
を
引
き
受
け

た
り
と
、
優
し
い
人
柄
に
幅
と

厚
み
が
出
て
き
た
。
世
間
は
ち

ゃ
ん
と
見
て
お
り
、
大
阪
市
の

「咲
く
や
こ
の
花
賞
」
を
受
賞

さ
れ
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

こ
ん
な
生
き
方
に
魅
せ
ら
れ

た
我
が
家
の
三
女
は
、
相
愛
大

学
の
音
楽
学
部
を
卒
業
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
傍
ら
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
子
女

教
育
に
生
き
が
い
を
求
め
て
い

る
。
大
衆
か
ら
、
エ
リ
ー
ト
か

ら
、
情
操
豊
か
な
人
間
が

一
人

で
も
多
く
輩
出
さ
れ
て
、
お
金

大
好
き
人
間
よ
り
音
楽
大
好
き

人
間
が
多
く
生
ま
れ
る
、
求
心

力
の
あ
る
大
阪

・
２‐
世
紀
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
、
ホ
ー
ル
の
前

で
祈

っ
た
次
第
で
あ
る
。

ウ
ふ冤
／
（
ツ
の

大
阪
市
中
央
公
会
堂
が
文
化

の
殿
堂
と
説
明
を
受
け
た
の

は
、
家
内
と
の
デ
ー
ト
の
時
だ

っ
た
。
「私
が
小
学
４
年
の
時
、

大
ホ
ー
ル
で
花
束
贈
呈
を
し
た

の
。
キ
リ
ス
ト
教
の
音
楽
伝
道

団
の
ビ
リ
ー

。
グ
ラ
ハ
ム
公

一

家
の
ハ
ー
プ
演
奏
と
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
伝
道
会
の
席
上
で
し

た
」
と
牧
師
の
娘
ら
し
い
内
容

だ

っ
た
。
し
か
し
今
回
は
、
文

化
の
発
信
基
地
と
し
て
新
し
い

扉
を
開
く
中
央
公
会
堂

で
あ

る
。
そ
れ
を
知
る
キ

ッ
カ
ケ
は

京
都
市
立
芸
術
大
学
、
相
愛
大

学
の
非
常
勤
講
師
で
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
の
大
谷
玲
子
さ
ん

か
ら
の
案
内
状
で
あ

っ
た
。

１０
月
６
日
か
ら
３
日
間
、
中

甲尚 、

央
公
会
堂
と
市
役
所
シ
テ
ィ
ホ

ー
ル
で
国
際
音
楽
祭
が
開
か
れ

る
。
大
阪
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ば
か
り
の
音
楽
祭
で
あ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
。
大
谷
さ
ん
は

６
日
に
１
時
間
の
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
く
と
い
う
。

一
流
に
な
る

と
活
動
拠
点
を
東
京
に
移
す
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
多
い
だ
け
に
、

大
阪
に
活
動
拠
点
を
置
い
て
、

関
西
の
文
化
向
上
と
豊
か
な
心

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
は
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、

こ
こ
ろ
か
ら
尊
敬
し
て
い
る
。

尊
敬
が
支
援
の
思
い
に
高
ま

り
、
家
内
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
「ヴ

ァ
イ
オ
リ
エ
ス
ト
大
谷
玲
子
の

会
」
の
会
員
に
な

っ
た
。
入
会

後
は
、
支
援
と
い
う
よ
り
は
使

命
感
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ

れ
は
彼
女
の
音
楽
に
対
す
る

一

途
な
取
り
組
み
と
日
こ
ろ
の
研

鑽
ぶ
り
、
市
民
の
こ
こ
ろ
を
豊

か
に
す
る
活
動
に
感
動
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

御
堂
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大
谷
さ
ん
は
小
学
１
年
か
ら

６
年
ま
で
ず

っ
と
、
毎
土
曜
日
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